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29
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
「
平

成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
」
な
ど
25
件
を
可
決
、
請
願
1
件

を
採
択
し
、
9
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

反
対
理
由
の
１
つ
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
関
連
費
用
71
万
２
千
円
の

計
上
で
す
。 

多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
２
０

１
６
年
１
月
か
ら
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
５
月
15
日
現
在
、
蓮

田
市
の
カ
ー
ド
交
付
率
は
10
・

７
％
と
低
迷
。
国
民
に
弊
害
ば
か

り
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
中
止
す
べ

き
で
す
。 

第
２
の
理
由
は
「
介
護
保
険
制

度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
」

と
し
て
、
電
算
処
理
業
務
委
託
費

１
８
８
万
円
の
計
上
で
す
。 

５
月
に
介
護
保
険
法
が
国
会
で

十
分
な
審
議
を
経
ず
、
31
本
の
法

律
を
束
ね
て
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
月
々
の
利
用
者
負
担

の
上
限
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
基
準
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

負
担
増
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
一
定
の
所
得
者
の

利
用
料
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に

拡
大
し
、
来
年
８
月
か
ら
は
３
割

に
し
て
利
用
者
に
負
担
を
強
い
る

 

以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
共
産

党
は
決
算
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

住
民
の
福
祉
増
進
を
求
め
る 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
反
対 

変
わ
ら
ず
１
億
円
で
あ
る
。
増
額

し
国
保
税
の
軽
減
を
す
べ
き
。 

  

比
例
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

塩
川
て
つ
や
氏
が
議
席
を
確
保 

望
の
党
」
へ
の
合
流
と
い
う
重
大
な

逆
流
が
共
闘
に
持
ち
込
ま
れ
る
も

と
で
も
、
安
倍
政
権
打
倒
と
い
う
大

局
に
立
っ
て
、
全
国
２
８
９
小
選
挙

区
の
う
ち
８３
区
で
候
補
者
一
本
化

の
た
め
に
候
補
者
を
擁
立
し
な
い

対
応
を
と
り
、
共
闘
勢
力
の
前
進
に

貢
献
。
８３
選
挙
区
の
う
ち
32
選
挙

区
で
野
党
候
補
が
勝
利
し
ま
し
た
。 

自
公
・
補
完
勢
力
は
議
席
減 

自
民
党
は
追
加
公
認
３
人
を
含

め
て
２
８
４
議
席
と
な
り
、
公
明
党

と
合
わ
せ
て
３
分
の
２
（
３
１
０
議

席
）
を
超
え
ま
し
た
が
、
自
公
と
そ

の
補
完
勢
力
で
あ
る
希
望
の
党
、
維

新
の
会
の
側
は
全
体
と
し
て
公
示

前
か
ら
議
席
を
減
ら
し
ま
し
た
。 

比
例
代
表
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
定

数
１９
）
で
は
、
塩
川
て
つ
や
氏
が

７
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
小
選
挙
区

で
は
、
日
本
共
産
党
が
推
薦
し
た
池

田
ま
さ
よ
氏
が
善
戦
し
ま
し
た
。 

安
倍
自
公
政
権
の
社
会
保
障

切
り
捨
て
、
軍
事
費
増
大
・
大
企

業
優
遇
の
政
治
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
決
算
は
市
民
の
暮
ら
し

や
命
を
守
る
た
め
、
市
民
の
税
金

を
市
が
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の

か
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。
地
方

自
治
体
と
し
て
住
民
の
福
祉
増

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算

は
評
価
す
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、

以
下
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。 

①
徴
税
強
化
・
国
民
監
視
・
情
報

漏
え
い
に
つ
な
が
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
関
連
費
用
に
５
千
万
円
弱

の
市
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。 

②
法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
が

14
・
５
％
か
ら
11
・
９
％
と
な

り
、
概
算
で
約
５
千
７
百
万
円
の

減
収
と
な
っ
て
い
る
。 

③
人
権
問
題
各
種
研
修
会
と
負

担
金
と
し
て
特
定
団
体
に
公
費

支
出
を
す
べ
き
で
な
い
。 

④
学
童
保
育
所
の
指
導
員
不
足

に
関
し
、
民
間
人
材
派
遣
を
導
入

す
る
の
で
は
な
く
、
待
遇
改
善
や

体
制
見
直
し
を
す
べ
き
。 

⑤
小
学
校
管
理
備
品
の
充
足
率

は
56
・
１
％
。
学
校
教
育
現
場

の
要
望
に
応
え
る
べ
き
。 

⑥
県
内
で
５
番
目
に
高
い
国
保

税
に
対
し
、
法
定
外
繰
出
金
は
相

第
４８
回
総
選
挙
で
、
日
本
共
産

党
（
公
示
前
２１
議
席
）
は
比
例
代

表
で
11
議
席
、
沖
縄
1
区
で
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
枠
組
み
で
た
た
か
っ

た
赤
嶺
政
賢
氏
が
当
選
し
、
合
わ
せ

て
12
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
比

例
代
表
で
は
、
前
回
獲
得
し
た
20

議
席
（
得
票
６
０
６
万
票
、
得
票
率

１１
・
37
％
）
か
ら
１１
議
席
（
得
票

４
４
０
万
票
、
同
７
・
91
％
）
に

後
退
し
ま
し
た
。 

３
野
党
で
38
か
ら
69
議
席
へ 

今
回
の
選
挙
で
は
、
日
本
共
産

党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党
の
３
野

党
が
市
民
連
合
と
７
項
目
の
政
策

合
意
を
結
び
、
協
力
・
連
携
し
て
た

た
か
い
ま
し
た
。
立
憲
民
主
党
が

１５
か
ら
５５
議
席
へ
大
き
く
躍
進

し
、
３
野
党
全
体
と
し
て
は
３８
か

ら
６９
議
席
へ
と
大
き
く
前
進
し
ま

し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
民
進
党
の
「
希

蓮
田
市
議
会
９
月
定
例
会
は
８
月
28
日

開
会
、
議
員
14
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市

長
提
出
議
案
の
「
蓮
田
市
立
学
童
保
育
所
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
「
平
成
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な
ど
、
改
悪
が
続
い
て
い
ま
す
。 

以
上
の
理
由
か
ら
日
本
共
産
党

は
反
対
し
ま
し
た
。 

《
請
願
》 

「
難
病
医
療
診
断
書
の 

公
費
負
担
を
」
に
賛
成 

 
 

 

日
本
共
産
党
は
患
者
負
担
軽
減

を
求
め
本
請
願
に
賛
成
し
ま
し

た
。 医

療
制
度
の
改
悪
で
患
者
負
担

増
、
ま
た
費
用
対
効
果
の
観
点
か

ら
「
医
療
保
険
財
政
危
機
論
」
を

あ
お
る
等
、
患
者
の
権
利
は
守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
来
年
１

月
か
ら
、
自
己
負
担
上
限
の
引
き

上
げ
、
入
院
時
食
事
代
の
全
額
が

患
者
負
担
と
な
り
ま
す
。 

自
公
政
権
に
よ
る
制
度
改
悪
の

問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
本
請

願
が
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
賛
成
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
補
正
予
算
に
反
対 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
介
護
保
険
制
度
改
悪
関
連 

蓮田市 開票結果 
＜小選挙区＞ 

つちや品子（自民） 

       13,247 

きたずみよしゆき 

（希望）  7,714 

池田まさよ（社民） 

        5,560 

 

＜比例＞ 

自由民主党   8,004 

立憲民主党   7,264 

希望の党    4,543 

公明党     3,267 

日本共産党   2,312 

日本維新の会   875 

社民党      634 

幸福実現党    149 

 

投票率       51.76％ 

（前回51.50％） 
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布
さ
れ
、
保
護
者
か
ら
大
変
好
評

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
机
と
引

き
出
し
は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
一
体

と
し
て
使
う
も
の
。
公
費
負
担
に

す
べ
き
。
費
用
は
、
新
入
学
児
童

全
員
に
贈
呈
す
る
と
し
て
２５
万
円

で
で
き
る
。
子
ど
も
に
優
し
い
街

づ
く
り
、
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

る
象
徴
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
に
相
応
し
い
。
早
急
に
引
き
出

し
の
公
費
負
担
を
」
と
求
め
た
の

に
対
し
、
市
長
は
、「
趣
旨
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
今
後
全
体
的
計
画

の
中
で
検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 

負
担
軽
減
の
た
め
、
早
急
に
公

費
負
担
に
す
べ
き
で
す
。 

 

 

つ
い
て
『
購
入
す
べ
き
も
の
』『
用

意
す
べ
き
も
の
』
と
説
明
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、
机
の
引
き
出
し

の
役
割
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
担
当
部

長
は
、「
整
理
整
頓
す
る
力
、
必

要
な
物
を
選
び
出
す
力
な
ど
基

本
的
生
活
習
慣
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
答
弁
し
、
そ
の
必

要
性
・
役
割
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。 

栗
原
議
員
は
、
川
越
市
で
は
、

昭
和
５９
年
か
ら
公
費
負
担
で
配

 
 

第
７
期
介
護
保
険
計
画
に
む
け
て 

 

介
護
保
険
料
に
対
し
て
65
歳
以

上
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
72
％
が

「
負
担
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
の
基
金
高
は
、
29
年
度
見

込
み
で
６
億
円
超
で
す
。
き
し
お
議

員
は
「
基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
負

担
を
抑
え
る
こ
と
」「
憲
法
に
裏
打

ち
さ
れ
た
、
生
活
権
・
生
存
権
を
保

障
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
現
が
必
要
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

他
に
「
課
税
通
知
書
」
へ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
中
止
を
質
問
。 

介
護
保
険
の
度
重
な
る
改
悪
が

進
め
ら
れ
る
中
、
き
し
お
議
員
は

そ
の
実
態
と
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

今
年
４
月
か
ら
総
合
事
業
が
蓮

田
市
で
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
要
支
援
１
・
２
の

人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
介
護
）
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
通
所
介
護
）
を
介
護
給
付
か
ら

外
し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」（
総
合
事
業
）
と
す
る
も
の
で

す
。
利
用
状
況
は
「
従
来
型
の
訪

問
介
護
29
人
・
通
所
介
護
30
人
。

緩
和
し
た
基
準
の
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ａ
１
人
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ

１
人
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
Ａ
の
ヘ
ル
パ
ー
は
市
の
研
修
を

受
け
れ
ば
「
無
資
格
」
で
よ
く
、

サ
ー
ビ
ス
単
価
も
低
く
な
り
ま

す
。
き
し
お
議
員
は
「
ヘ
ル
パ
ー

の
専
門
性
を
否
定
し
、
低
い
サ
ー

ビ
ス
単
価
は
事
業
所
の
運
営
を
困

難
に
す
る
」
と
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

の３市議が一般質問  
 

月
議
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
と
い

う
大
変
遅
い
対
応
」
と
指
摘
。「
具

体
的
に
事
業
を
進
め
る
べ
く
市

長
が
動
く
べ
き
だ
」
と
質
し
た
の

に
対
し
、
市
長
は
「
一
生
懸
命
取

組
む
。
検
討
期
間
は
あ
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

【
今
後
の
取
り
組
み
】 

 

「
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
設
置

を
」
と
求
め
る
と
、
市
長
は
「
実

施
主
体
は
市
。
一
番
大
事
な
の
は

市
の
考
え
方
。
私
も
ネ
ク
ス
コ
幹

部
と
話
す
場
は
あ
る
。
ま
だ
話
は

し
て
い
な
い
が
、
蓮
田
市
の
構
想

が
決
ま
り
、
時
期
が
来
た
ら
話
を

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

他
に
就
学
援
助
の
新
入
学
学

用
品
費
の
入
学
前
支
給
、
こ
ど
も

医
療
費
18
歳
ま
で
拡
充
を
求
め

て
質
問
。 

 

 

船
橋
議
員
の
「
宿
浦
橋
に
人
道

橋
設
置
を
求
め
る
」
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
近
く
に
居
住
す
る
私
も

署
名
を
集
め
ま
し
た
の
で
、
進
捗

状
況
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
都
市
整
備
部
参
事
の
答
弁
に

は
本
当
に
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。

「
費
用
や
時
間
が
大
変
か
か
る
。 

 

周
辺
住
民
や
ネ
ク
ス
コ

と
の
難
し
い
協
議
が
必
要
」

な
ど
課
題
を
あ
げ
つ
ら
っ

て
、「
別
の
方
法
も
考
え
て

い
る
な
ど
」
と
言
う
答
弁

で
、
や
る
気
が
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
。 

何
十
年
も
の
課
題
だ
っ
た
問
題

な
の
で
、
大
変
な
の
は
当
然
で
、

そ
こ
で
知
恵
を
絞
っ
て
解
決
す
る

の
が
行
政
の
仕
事
で
す
。
ま
だ
時

間
は
あ
る
と
の
市
長
答
弁
で
し
た

の
で
、
今
後
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 黒

浜 

冨
江 

寛
二 

 

 

「
机
の
引
き
出
し
」
と
は
、
教

科
書
や
文
房
具
を
整
理
し
て
入

れ
、
必
要
に
応
じ
て
引
き
出
し
て

使
え
る
箱
型
の
も
の
で
す
。 

栗
原
議
員
は
、
新
入
学
児
童
保

護
者
に
対
し
て
学
校
か
ら
出
し
て

い
る
資
料
を
示
し
、「
引
き
出
し
に

動
き
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【
署
名
を
受
け
た
後
の
市
の
取
り
組
み
】 

参
事
は
「
設
置
ス
ペ
ー
ス
、
費

用
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
周
辺
影
響
に

つ
い
て
ネ
ク
ス
コ
と
９
月
８
日
に

協
議
し
た
。
交
差
点
見
直
し
、
用

地
買
収
や
物
件
移
転
補
償
も
必

要
。
調
査
設
計
に
１
～
２
年
、
取

付
工
事
に
数
年
。
防
音
壁
も
数
枚

外
す
の
で
、
音
や
風
の
影
響
は
避

け
ら
れ
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

船
橋
議
員
は
「
１
月
に
署
名
提

出
で
、
ネ
ク
ス
コ
と
の
協
議
は
９

保
護
者
の
負
担
軽
減 

机
の
引
き
出
し
の
公
費
負
担
を 

栗
原 

い
さ
む
議
員 

 

生
活
権
・
生
存
権
を
保
障
す
る 

介
護
保
険
制
度
に 

き
し
お 

悦
子
議
員 

  

 

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
宿
浦
橋
へ 

 
人
道
橋
設
置
を
す
す
め
る
べ
き 

船
橋 

ゆ
き
子
議
員 

 

今
年
１
月
に
は
地
元
子
ど
も
会

か
ら
「
宿
浦
橋
へ
の
人
道
橋
設
置

を
求
め
る
要
望
署
名
」
５
６
８
筆

が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
長
は
「
蓮
田
Ｓ
Ａ
工
事
が
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
。
検
討
を
進
め
た

い
」
と
積
極
的
だ
っ
た
も
の
の
、


